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研
　
修
　
報
　
告

　

６
月
21
日
、
総
社
市
議
会
よ
り
加

藤
保
博
議
長
を
講
師
に
お
招
き
し
、災

害
対
応
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
西
日
本
豪
雨　

そ
の
時
総
社
市

議
会
は
こ
う
動
い
た
」
と
題
し
、
災

害
対
策
本
部
と
の
や
り
と
り
や
議
会

が
自
発
的
に
動
く
こ
と
を
決
め
た
経

緯
な
ど
、
未
曾
有
の
事
態
を
前
向
き

に
乗
り
越
え
た
経
験
を
踏
ま
え
、
議

員
に
必
要
な
心
構
え
な
ど
を
表
情
豊

か
に
ご
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
大
規
模
災
害
被
災
地
支
援
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
す
る
な
ど
、
被

災
前
か
ら
災
害
に
対
す
る
高
い
意
識
を
持
っ
て
い
た
総
社
市
。
し
か

し
な
が
ら
、
被
災
当
初
は
議
員
の
誰
も
が
「
ま
さ
か
総
社
が
…
」
と

口
を
揃
え
た
そ
う
で
す
。

　

気
が
つ
け
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
な
く
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
。
手
当
た
り
次
第
に
土
か
き
を
し
て
走
り
ま
わ
り
、
た
ど
り

着
い
た
の
は
「
こ
れ
で
は
い
か
ん
」
と
い
う
現
実
。
職
員
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
休
み
な
く
活
動
す
る
中
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
、
自
ら
災
害
対
策
本
部
に
赴
い
た
と
い
う
加
藤
議
長
。

　

そ
の
後
は
支
援
物
資
の
積
み
下
ろ
し

や
仕
分
け
な
ど
議
会
が
担
う
働
き
を
自

主
的
に
見
つ
け
、
本
格
的
に
動
き
始
め

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
自
然
災
害
。
市
議
会
に
お
い
て
も
全

体
の
意
識
を
高
め
、備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

西
日
本
豪
雨　
そ
の
時
総
社
市
議
会
は
こ
う
動
い
た

災
害
対
応
講
演
会
を
開
催

災
害
対
応
講
演
会
を
開
催総社市議会　加藤保博議長

本島

海
で
つ
な
が
る
せ
と
う
ち
備
讃
諸
島

海
で
つ
な
が
る
せ
と
う
ち
備
讃
諸
島

日
本
遺
産
に
認
定
！

　
岡
山
県
と
香
川
県
の
間
に
展
開
す
る

【
備
讃
諸
島
】。

　

大
小
無
数
の
島
々
が
織
り
な
す
多
島

海
景
観
。
島
に
は
平
地
が
少
な
く
、
山

肌
か
ら
海
岸
ま
で
至
る
と
こ
ろ
で
巨
石

が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
備
讃
諸
島
の
花
崗
岩
と
石
切

り
技
術
は
、
古
く
か
ら
日
本
の
建
築
文

化
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
に
お
け

る
近
代
洋
風
建
築
の
象
徴
と
も
い
え
る

日
本
銀
行
本
店
本
館
、
三
井
本
館
、
明

治
生
命
館
。
ま
た
古
く
は
近
世
城
郭
の

石
垣
を
代
表
す
る
大
坂
城
の
石
垣
な

ど
、
日
本
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
建

造
物
が
、
こ
の
備
讃
諸
島
の
石
と
技
術

に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　

島
々
に
は
、
４
０
０
年
に
わ
た
っ
て

石
と
共
に
生
き
て
き
た
人
た
ち
の
希
有

な
産
業
文
化
が
息
づ
い
て
お
り
、
今
も

な
お
、
石
に
ま
つ
わ
る
信
仰

や
生
活
文
化
、
芸
能
が
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
20
日
、
丸

亀
市
の
本
島
町
・
広
島
町
、

高
松
市
小
豆
島
町
・
豊
島
、

岡
山
県
笠
岡
市
高
島
・
白
石

島
・
北
木
島
・
大
飛
島
・
真

鍋
島
が
共
同
で
申
請
し
て
い
た
「
石
の

島
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
「
知
っ
て
る
⁉
悠

久
の
時
が
流
れ
る
石
の
島
〜
海
を
越

え
、
日
本
の
礎
を
築
い
た
せ
と
う
ち
備

讃
諸
島
〜
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
遺
産
と
は
、
日
本
各
地
に
存
在

す
る
有
形
・
無
形
の
文
化
財
を
、
そ
の

地
域
の
歴
史
的
背
景
に
か
ら
め
た
一
つ

の
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
文
化
庁
が

認
定
す
る
も
の
で
す
。
２
０
１
５
年
に

始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
四
国
遍
路
や
井

波
彫
刻
な
ど
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
認
定
の
み
な
ら
ず
、
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
な
ど
た
く
さ
ん
の
見
ど
こ

ろ
に
溢
れ
て
い
る
瀬
戸
内
の
島
々
。
こ

の
議
会
だ
よ
り
で
も
、
今
後
ぜ
ひ
ご
紹

介
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。



　

今
期
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
人
事

案
件
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▼
公
平
委
員
会
委
員

　

高
松
市　
　
　
　
　

勝
丸　

千
晶

▼
監
査
委
員
（
議
員
選
出
）

　

土
器
町　
　
　
　
　

水
本　

徹
雄

　
　
　
　
　
　

（
旧
）
松
浦　

正
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
本　

徹
雄

←　
　

　
　
　
　
　
　

（
新
）
横
川　

重
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
谷
真
裕
美

人
事
案
件

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
報
告
会
な
ど
議
会

の
広
報
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

　
　
　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

　

◎
福
部　

正
人　

○
神
田　

泰
孝

　
　

武
田　

孝
三　
　

東　
　

由
美

　
　

大
西　
　

浩　

  　
香
川　
　

勝

　
　

三
宅　

真
弓    　

水
本　

徹
雄

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
の
選
任

◆
全
国
市
議
会
議
長
会

　
《
議
員
在
職
10
年
》　

加
藤　

正
員

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

片
山　

圭
之

　
《
議
員
在
職
15
年
》　

横
田　

隼
人 

　
《
議
員
在
職
20
年
》　

横
川　

重
行

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

松
浦　

正
武

　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
前　

誠
治

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

国
方　

功
夫

永
年
勤
続
９
名
に
表
彰
状
を
伝
達

広
報
広
聴
委
員
会

◆
四
国
市
議
会
議
長
会

　
《
議
員
在
職
16
年
》　

中
谷
真
裕
美

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

山
本　

直
久

　
《
議
員
在
職
20
年
》　

横
川　

重
行

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

松
浦　

正
武

　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
前　

誠
治

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

国
方　

功
夫

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
の
変
更

　

６
月
11
日
、
東
京
都
で
開
か
れ
た

第
95
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
、
並
び
に
、
５
月
23
日
、
高
松
市

で
開
か
れ
た
第
81
回
四
国
市
議
会
議

長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
各
表
彰

規
定
に
基
づ
き
、
本
市
議
会
よ
り
９

名
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
今
期
定
例
会
で
表
彰
状
を
伝
達

し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
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永
年
勤
続
表
彰



　４月９日、市対策本部各分科会から取り組み状況の報告を受けた
後、石垣崩落現場の現状を
確認するため、視察を行い
ました。

　７月７日、市主催「第１回丸亀
城石垣復旧事業報告会」に参加し
ました。

第１回丸亀城石垣復旧事業報告会 石垣亀裂箇所（ゲージ設置）崩落現場の現状を確認

特別委員会活動報告
石垣復旧事業報告会 現 地 視 察

　

昨
年
７
月
・
10
月
の
丸
亀
城
石
垣
崩
落
を
受
け
、
市
議
会
に

設
置
し
た
「
丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
市
に
対
し
早
急
な
復
旧
工
事
に
向
け
て
の
意
見
や
要
望
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
さ
ら
な
る
崩
落
を
防
ぐ
た
め
の
応
急
対

策
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
梅
雨
に
入
る
前
の
6
月
13

日
、
工
事
を
完
了
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
崩
落
の
原
因
究
明
、

本
格
復
旧
工
事
へ
と
取
り
か
か

り
ま
す
。
復
旧
に
は
、
約
６
０

０
０
個
の
石
の
積
み
直
し
が
必

要
で
、
２
０
２
３
年
度
末
の
完

成
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
復
旧
復
興
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
意
見
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

斜面安定・表面排水処理

７月豪雨・10月台風による崩落

石垣撤去

丸亀城石垣復旧を市民の皆さまと共に
丸亀城復旧復興特別委員会

６
月
13
日
応
急
対
策
工
事
完
了
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丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会

　「ニッカリ青江公開プレミアムウィーク」（６月１日～９日）には全国から「刀剣女子」ら約7,300人が訪
れました。「ニッカリ青江があるから丸亀が好き」「恋人に逢いにきました」という声。丸亀城の新規ファ
ン層獲得にもつながっています。丸亀城石垣復旧に
向けて資料館で開催されたこのイベント。たくさん
の募金が集まりました。ありがとうございました。



「シティズンシップ」
の苗を植えたい！
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「シティズンシップ」
の苗を植えたい！

「シティズンシップ」
の苗を植えたい！

主 権 者

　

市
議
会
の
広
報
広
聴
委
員

会
に
所
属
し
て
間
も
な
く
、丸

亀
高
校
で
の
同
校
生
徒
会
な

ど
の
代
表
メ
ン
バ
ー
と
の
意

見
交
換
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
参
政
権
あ

る
の
に
議
会
の
こ
と
な
ん
も

知
ら
ね
え
じ
ゃ
ん
」。
生
徒

の
意
見
の
中
に
は
、「
家
族

の
団
ら
ん
で
、
政
治
の
話
を

し
た
と
き
に
親
の
考
え
は
参

考
に
し
た
り
す
る
」「
政
策

を
わ
か
り
や
す
く
知
ら
せ
て

ほ
し
い
。
学
校
に
議
会
の
広

報
等
貼
り
だ
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
」。「
ツ
イ
ッ
タ
ー

は
よ
く
見
る
の
で
有
効
で
な

い
か
」
な
ど
、
10
代
の
投
票

率
を
高
め
る
に
は
、
保
護
者

や
市
長
お
よ
び
議
員
の
関
わ

り
が
大
き
な
カ
ギ
を
握
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
体
験
で
き
た
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
（
出
張
サ
ー
ビ
ス
）

型
の
意
見
交
換
会
を
、
今
後

の
議
会
報
告
会
に
活
か
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

広
報
広
聴
委
員
長
　

福
部
正
人

編集委員：編集長、市内のいくつかの小学校で
は、田植えの体験をやっているんですね。

編　集　長：うん。ご近所の方々の力を借りて、普
段子どもたちが入ったことのない田ん
ぼの中へ「きゃ～」とか言いながらお
そるおそる入り、きれいに苗を植えて
いる。

編集委員：秋の収穫が楽しみですよね。
編　集　長：この「議会だより」が届くころには、

子どもたちの植えた
苗も青々と成長して
いるだろう。しかし
収穫までには農家の
人たちがたくさんの
手間暇をかけてい
る。子どもたちが育
つのとそれは同じか
も知れない。

編集委員：なるほど。愛情を注ぐことが大事ですね。
編　集　長：そうだね。ところで、春の県議選での

18、19歳の投票率というのがここにある。
編集委員：いきなり、何ですか?
編　集　長：まず見てよ。県全体では19.49％。丸

亀市では15.26％だったとある。
編集委員：深刻ですね。田植えで歓声を上げてい

た子どもたちもほどなく有権者になる
のに、みんな投票に行かないのかなあ。

編　集　長：投票率に一喜一憂するというより、政
治に参加する市民がこんなに少なくて
いいのか、と心配になる。

編集委員：「誰を選んでいいのかわからない」と

か「自分ひとりが行かなくても」とい
うムードもあるようです。

編　集　長：そうだ。情報があふれている世の中だ
けど関心がなければ調べようともしな
い。教育が「政治的中立」を確保しつ
つ、子どもたちに政治参加を身につけ
てもらうことが必要になってきたので
はないかな？

編集委員：「シティズンシップ教育」ですね。
編　集　長：もちろん家庭で、政治が話し合われる環

境も大事だ。その上で、「一票に責任を持
つ」ことを学校で教えることが各地で
始まっている。民主主義というものも、
その「手間暇」をかけないと育たない。

編集委員：この「議会だより」も、それに一役買
えたらいいですね。

編　集　長：そのとおり。シティズンシップ教育で
いちばん重要な役目を持つのは「議会」
そのものだと言える。議会報告会や意
見交換会の開催などで「飛び出す」議
会を目指していきたい。

編集委員：そうか。田んぼの苗も子どもたちも、
私たち議会も成長しなければいけない
んですね！

編　集　長：いいこと言うね。この「編集室」は今
回で完結。次号のこのページには、議
会の各委員会がその「飛び出す」姿を
お目にかける予定だ。

編集委員：お楽しみに！
編　集　長：私たち議会も「大いなる収穫」を目指

そう!!

vol.5・完 

編
集
後
記

て　 ま　ひま

地域の皆さんと　田植え体験


